
 景観の類型別特性 

（１）奥山の景観 
・豊かな自然環境があり骨格となる自然景観

を形成 

景観の課題 

（１）住宅地としての特性や

魅力を生かし、良好な住環境

維持に向けた景観形成を図

っていく必要がある 
・歴史的背景や開発経緯等による

住宅地としての特性や魅力を損

ねないように維持しながら、空

家やあき地などの問題にも取り

組みつつ、定住につなげていく

必要 

（２）シンボルとなる自然景

観を大切にし、保全・形成・

調和を図っていく必要があ

る 

・森林景観、市街地の背後にある

山並みの存在がシンボルとして

認識されており、大切にしなが

ら、保全・形成を図っていく必要 

・市街地に分布する田園は、今後

も保全していく必要 

（３）河川・水辺を活かした

景観形成を図っていく必要

がある 

・河川・水辺を活かした景観形成

を図っていく必要 

・自然景観の恵みとして「水」が

想起されることも多く、本町の

重要な歴史文化として根付いた

ものとなり、このようなイメー

ジとして伸長させていく必要 

景観の目標・方針 

山並み・

河 川 な

ど 豊 か

な 自 然

と 暮 ら

し が 調

和し、 

ま ち の

価値・魅

力 を 高

める「住

み よ い

島本」の

景 観 づ

くり 

①市街地の成り立ち

や特性を踏まえた良

好な住環境の維持と

景観形成 

・将来にわたっても良好

な住宅地となるよう、良

好な景観を維持するとと

もに、より魅力的な景観

を形成していく 

・点在する景観の資源に

ついても目を向け、関わ

りを大切にし、住み良さ・

住み心地を高めていく 

②山並みの景観を守

り・調和する景観形成 

・山並み景観の存在や、眺

望の景観を大切にし、本町

の住環境向上、住み良い魅

力づくりに波及させる 

③河川など身近な水

辺を生かした景観形

成 
・水無瀬川沿い等の河川

景観は、大切に保全し、

良好な景観形成をめざす 

・淀川沿いの景観は、広が

りある眺望を提供してお

り、この景観を維持する

とともに、楽しめる景観

形成をめざす 

④景観を活かしたまち

づくりの推進 
・各主体が力をあわせて景

観を意識したまちづくり

に取り組んでいく 

景観形成基準

の方向性 

景観計画区域

の区分 

（２）山並みの景観 

・緑豊かな山並みを市街地の背景や市街地の

すき間から望むことができる 

（３）淀川沿川の景観 

・淀川と河川敷の緑地が一体となった広がり

のある景観 

（４）河川の景観軸 

①淀川の景観軸 

・広がりと見通しのある景観が形成 

②水無瀬川の景観軸 

・山間部から市街地を通り、うるおいのある自

然景観が形成 

（５）旧街道の景観軸 

・山崎から広瀬、ＪＲ島本駅付近かけて趣を感

じさせる歴史景観が形成 

（６）国道沿道の景観軸 

・商業施設、工場、倉庫、府営住宅・マンショ

ンなどの施設が連続して立地し、沿道景観を

形成 

（７）田園の景観 
・高浜の集落北側にまとまった田園の景観、市

街化区域内にも農地が点在 

（８）住宅地の景観 
①戸建て住宅地の景観 

・比較的ゆったりとした住宅地、年代により特

徴の違った景観 

②集合住宅地の景観 

・中高層の集合住宅がまとまって立地 

・ＪＲ島本駅西側では、土地区画整理事業が実

施 

（９）集落の景観 
・尺代、高浜、西国街道沿いには、古くからの

集落のまちなみ景観が残る 

（10）役場周辺の景観 

・町役場周辺には公共施設が集積 

・新庁舎の整備が予定 

（11）駅前・商業の景観 

・ＪＲ島本駅周辺、阪急水無瀬駅周辺と両駅を

つなぐ高浜桜井幹線には商業施設等が立地

しまとまった商業空間 

（12）大規模工場の景観 

・山裾に位置する工場地では山並みを背景と

した産業地の景観を形成 

①北摂

山系区

域 

②山並

み配慮

区域 

⑦一般

市街地

区域 

③淀川

沿岸区

域 

④水無

瀬川沿

岸区域 

⑤西国

街道区

域 

⑥国道

171 号

沿道区

域 

骨
格
と
な
る
自
然
景
観
区
域 

景
観
軸 

市
街
地
景
観
区
域 （４）良好な自然景観・住宅

地景観を活かした「まちづく

り」を進めていく必要がある 

・住みよい、暮らしやすいまちを

めざしていく上で、本町の良好

な景観に着目し、その個性や魅

力を伸長させていく「まちづく

り」が重要 

・町として先導しつつも、住民、

事業者が関わり合いながら「ま

ちづくり」として展開していく

ことが課題 

区分の考え方 

・奥山（主に市街化調整区
域内）で設定 
・景観に大きく影響を及
ぼす新たな行為はほと
んどないものと考えら
れる区域 
・里山環境を守る区域 

・緑の保全や調和
に配慮 

 

・JR 以西の主に市街化区
域内で設定 
・背景に山並みがある区
域で、今後も建築や開発
行為が想定される区域 

 

・背景となる山並
み景観に調和す
るよう、建物配
置、意匠、色彩、
形状などを配慮 

・現行区域の国道 171 号
以東で設定 
・淀川沿岸の広がりある
眺望景観を形成する区
域 

・淀川や農地に面す
るところの配慮（緑
化、景観阻害要因の
目隠しなど） 
・淀川・農地ほかの眺
望に配慮（河川敷か
らの眺望に配慮し
建物の屋上部分の
配慮など） 

・河川区域からの50ｍ付近

の後退線で設定 

・水無瀬川は景観資源とし

て重視されている 

・山並み、河川、沿川のま

ちなみの見通しの良い眺

望景観を形成する区域 

・水無瀬川の眺望
に配慮（面する
ところの緑化、
建物配置の配慮
など） 

・JR 島本駅前以東の旧西
国街道から 10m 付近の
後退線で設定 
・落ち着いた景観が形成
されている区域 

・街道沿いのまち
なみに調和する
配置や意匠 

 

・国道からの 50ｍ付近の
後退線で設定 
・沿道の商業や工業が混
在 

・大阪府景観計画
と同等 

・現行区域の国道 171 号
以西から JR 以東の間で
設定（新たに水無瀬、青
葉の一部を景観計画区
域に追加） 

 

・基準の内容を細
区分化し書き分
け（住居系、商業
系、工業系など
建物用途に応じ
て） 

景観形成基準

の目標像 

〇奥山がもた
らす様々な自
然景観を守り、
緑豊かな景観
を保全する 

〇山並みを背
景とした眺望
景観を守り、緑
に調和した景
観を形成する 

〇淀川沿岸の
広がりある眺
望景観と自然
景観を保全す
る 

〇山並みへの
眺望景観と自
然景観を保全
し、沿岸のまち
なみが一体と
なったうるお
い感じる景観
を形成する 

〇趣感じる落
ち着いた街道
景観を形成す
る 

〇景観のまと
まりに配慮し、
快適な沿道景
観を形成する 

〇多様な用途が

共存することか

ら、各地域の特

徴を活かしなが

ら、魅力的な暮

らしの景観を形

成する 

課題・方針の整理 
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